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広告掲載については、ソネ　デザインスタジオ（☎ 0897 - 33 - 5721）へお問い合わせください。
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第
一
通
洞
は
、
銅
山
越
（
標
高
１
２
９
４

m
）
を
挟
ん
で
別
子
側
の
東
延
と
新
居
浜
側
の

角か
ど
い
し
は
ら

石
原
を
結
ぶ
全
長
１
０
２
１
m
の
鉱
山
用
ト

ン
ネ
ル
で
す
。
標
高
約
１
１
０
０
m
に
あ
る
水

平
運
搬
用
坑
道
で
、
鉄
軌
道
（
レ
ー
ル
）
が
敷

か
れ
、
牛
車
や
人
車
（
ト
ロ
ッ
コ
）
で
物
資
を

運
搬
し
ま
し
た
。

　

第
一
通
洞
の
開
削
は
、
代だ
い
だ
い
こ
う

々
坑
と
い
う
水
抜

き
坑
道
を
利
用
し
て
明
治
15
（
１
８
８
２
）
年

に
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
広
瀬
宰
平
が
他
の
鉱
山

に
先
駆
け
て
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
使
用
し
、
明
治

19
年
に
開
通
し
ま
し
た
。
明
治
35
年
の
第
三
通

洞
貫
通
で
東
平
が
採
鉱
の
中
心
と
な
り
、
明
治

44
年
に
上
部
鉄
道
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
主
要
な

運
搬
坑
道
で
し
た
。

　

第
一
通
洞
（
南
口
）
の
坑
口
は
石
造
り
の
ア
ー

チ
型
で
、
往
時
の
姿
を
現
在
に
伝
え
て
い
ま
す
。

古
写
真
は
明
治
31
年
に
撮
影
さ
れ
た
「
別
子
鉱

山
写
真
帳
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
１
枚
で
す
。

　

現
在
、広
瀬
歴
史
記
念
館
で
は
、
特
別
企
画
展

「
明
治
最
盛
期
の
別
子
銅
山
を
活
写
し
た
光
村
利

藻 

〜
明
治
三
十
一
年
写
真
帳
の
世
界
〜
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い

（
12
月
14
日
ま
で
）。
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「鉱山採鉱課一番坑道坑口兼隧道口」
（明治 31 年別子鉱山写真帳）住友史料館所蔵

現在の第一通洞（南口）


